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題字は小千谷西高等学校の生徒の作品です。

ねこの手除雪応援隊 ボランティア募集中

☆除雪ボランティアとして活動いただける方
８３－４１９４（月～金曜日、10:00～16:00）

スマホからも申し込み可能です。
右のＱＲコードでアクセスできます。→
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（毎月発行）

一日一日と冬に向かっている今日この頃ですが、直売所に並ぶこぬかが、大根漬けの季節になったことを感じさせま

す。雪の訪れを予感しタイヤ交換を急いだ方も多いのではないでしょうか。新型コロナウィルス感染は小康状態です

が、インフルエンザや風邪の季節に向かいますので、引き続きマスク着用と手洗いを励行するようにしましょう。

生活支援コーディネーターに聞く

小千谷市の東小千谷中学校区（東小千谷地区）の生活支援コーディ

ネーターとして、令和３年４月から活動されている中山節夫さんにお

話を伺いました。

「生活支援コーディネーターの仕事は、高齢者等の困りごとを地域の

「支えあい」で解決するための仕組み作りの支援を行うことです。高

齢者等の要望やお困りごとを聞いて、定期的に開催される会議で社会

福祉協議会や市側に伝えることも仕事の一つです。

東小千谷地区では、買い物ができる店舗が近くに少ないこと、通院等のためのバス路線が

限られることやＪＡの支店業務縮小で用が足りなくなるなどの環境条件により、必要な場所

に移動することに関する支援が必要な方が多いと考えています。そういったことから、高齢

者を対象にした移動支援の必要性について、現在、関係団体等を通じて聞き取り調査を実施

中です。

東小千谷地域の皆様には、お困りごと等があれば市の包括支援センターの他にも、身近な

民生委員や生活支援コーディネーターにご遠慮なくご相談ください。」

【連絡先】 ☎７７－６７４７（中山）
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１１月～１２月のイベント

１２月 ２日（木）オカリナ教室

１２月１６日（木）オカリナ教室

地域おこし協力隊員を訪問（５）

今回は今年８月に地域おこし協力隊員として塩殿地区に来られた

豊田裕樹（とよだひろき）さん（36歳）にお話をお聞きしました。

大阪府ご出身の豊田さんは10年以上介護の仕事をされていましたが、

コロナ禍の中で家族に対する感染の懸念から退職され、地方への移

住を考えるようになりました。当初は暖かいところが良いと考てい

たそうですが、地域おこし協力隊員募集サイトでおぢやクラインガ

ルテンの風景を見て、こんな場所で子供を育てたいと思ったことが

応募のきっかけだったようです。

面接のための小千谷訪問を経て、８月下旬に家族とともに塩殿地

区に着任されました。本拠地はクラインガルテンの管理事務所内に

あり、塩殿地区の活性化にかかわる仕事に携わっておられます。

受け入れ先の大字塩殿協議会では、①耕作放棄地を活用した山菜等の生産と販売、②

高齢者生活支援、③遊休地を活用したインバウンド促進を地域おこし協力隊員の主な活

動として期待しています。

大字塩殿協議会では現在約65aの耕作

放棄地でわらび栽培を進めており、今

後も耕作放棄地の再生活用として栽培

面積を拡大していく計画です。豊田さ

んは農業経験は全くなかったそうです

が、畝つくり、植付け作業や肥料撒き

などの仕事を手伝いました。今後わら

びの加工品作り、観光農園としての活

用等も検討されており、豊田さんの活

動に大きく期待しています。

もう一つのテーマである高齢者の生

活支援では、独居老人などを対象とし

た支えあいプロジェクトがあり、この分野では介護のプロであった豊田さんの経歴が生

かされるのではないでしょうか。

豊田さんはまずは地域の人の顔と名前を覚えることが大切だと考えているそうですが、

塩殿では関、阿部の姓が多いため下の名前で呼び合っているそうです。周囲の人からは、

冬道の運転にはくれぐれも注意するように言われているとのことです。将来は、農業に

関連した仕事で定住できればと話しておられました。

～ わらびが植え付けられた畑にて ～
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